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　15)東日本大震災における奥羽大学の取 り組み
　　　(その2)
　 ○佐々木重夫,相澤 徳久,菊井 徹哉,鈴木 文章
　　　　　　　 鈴木 史彦,長岡 正博,西本 秀平
　　　　　　　　　　　(奥羽大学歯学部災害支援班)
【緒　言】 この度の東 日本大震災において,本 学
は社会貢献活動の一環として,身 元不明遺体の検
死ならびに避難者の口腔管理支援 に対処するため,
それぞれにチームを編成 して取 り組んだ。
　演者 らは,福 島県歯科医師会および郡山歯科医
師会と連携 し,郡山市内の震災避難者の口腔 に関
する健康維持を目的として避難所を巡回して口腔
管理支援 を行っていた。
今回は初回活動 日である平成23年4月13日か ら
の概要について報告する。
【対 象】東 日本大震災の翌週3月17日に郡山市
の避難所における被災者 に対する口腔管理支援
チーム(歯 科保存学講座3名,歯 科補綴学講座2
名,成長発育歯学講座1名,口腔衛生学講座1名)
を発足 した。出向避難所の選択は郡山歯科医師会
との協議の うえ,本学から近い場所で郡山市民で
ない避難者が約100名存在す る施設(福 島県立郡
山北工業高等学校,郡 山市青少年会館,福 島県農
業総合センター)と した。活動内容は1.避 難所
における歯科関連物資(歯 ブラシ,歯 磨剤など:
支援物資に関 しては郡山歯科医師会から供給)の
整理 ・管理および搬入。2.避 難者に対する歯科
医療相談(治 療希望者に対 して避難所近辺の歯科
医師会会員の医院を紹介)と した。避難所支援 日
の決定は本学の業務に支障のないチーム各自の日
程を調整,活 動時間は9:00～12:00として,4
月13日から活動 を開始 し,移 動には本学公用車
を使用 した。
【結　果】1.4月13日か ら5月31日までの活動
2011
実 日数は24日(福島県立郡山北 工業高等学校:
3日,郡 山市青少年会館:12日,福島県農業総
合セ ンター:9日)で あった。2.5月 に入って
から避難者の歯科関連物資に対する希望内容が高
度 ・細分化(軟 毛の歯ブラシ,顆 粒入 りの歯磨剤,
舌ブラシが欲 しいなど)する傾向にあった。3.3
施設において歯科医療相談を受 けた者は45名(男
性17名,女性28名)であった。4.歯 科医療相
談 を受けた者の年齢の うち6歳 未満お よび60歳
代～80歳代 の合計が80.2%と高率を示 した。5.
歯科医療相談の内容は歯周関連(歯 肉腫脹,歯 の
動揺など),義歯関連(破 折,作製希望,紛失など),
齲蝕関連(修復物脱落,歯の破折など),その他(治
療途中の相談,口 腔内診査 ・刷掃指導希望,顎 関
節症,嚥 下障害など)の順に高かった。
【考　察】1.被災してからの時間の経過に伴って,
生活に余裕が生 じたことによって歯科関連物資 に
対する希望内容が高度 ・細分化 してきた ものと思
われた。2.活 動時間が午前中であり,女性に比
較 して男性の方が職場への復帰,職 探 し,住居探
しなどを行っている者が多いことが歯科医療相談
の男女差 に反映した ものと思われた。3.通 学者
や働 き手の年齢層が不在なために6歳 未満および
60歳代以上の高齢者の歯科医療相談が多 く,相
談内容についても歯周関連や義歯関連が多かった
ものと思われた。
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